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研究成果の概要（和文）：基礎調査の成果は、英文ではFujita-Round & Maher (2017)の共著論文、Maher 
(2017)の単著、Maher(2016a, 2016b)の論文があり、日本語では藤田ラウンド（2016）がある。
教育実践は、宮古島市の中学校と小学校で国際理解教育の授業を行い、その子どもたちの意識変容を上述の藤田
ラウンド（2016)で記述した。教育素材は、1) 宮古島の民話を提供するウェブサイト「宮古島伝承の旅（http:
//miyako.ryukyu)」と、2) ドキュメンタリー映像「みゃーくふつの未来：消えゆく声、生まれる声（約40
分）」を制作した。本報告書末尾に書誌情報がある。

研究成果の概要（英文）：The theoretical findings on Multilingualism in Japan were publishedin 
English, a joint paper by Fujita-Round & Maher (2017), a book by Maher (2017), papers by Maherr
(2016a, 2016b), also in Japanese, a paper by Fujita-Round(2016).
The Action research in the classroom was implemented at one Junior high school and elementary school
 in Miyakojima city as an international understanding education, as mentioned Fujita-Round (2016) 
has written about the pupils' self-awareness. 
For the educational resources for Miyako Island pupils, 1) a website of Miyakoan folk tale 
collection, "Miyako Island Folklore Journey: Voices from the Past Making Connections in a Globalized
 World" and 2) a documentary video, "The Future of Myakufutsu (Miyakoan) : Disappearing and Emerging
 Voices" were produced. These full references appear at the end of this final report.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1) 言語の多様性と言語の力関係 

21 世紀現在の日本社会には、社会言語であ
る「日本語」のみならず、１）先住民言語（ア
イヌ語、琉球語）、２）19 世紀に日本に移住
をしたオールドカマーの母語（韓国語、中国
語）、３）1990 年改定入国管理法に伴う労働
が認められた日系人 3世までを中心としたニ
ューカマーの母語（ポルトガル語、スペイン
語）、４）非漢字圏のニューカマー移民の母
語（フィリピン語、ネパール語）、５）バイ
リンガルとしての日本手話（日本手話と日本
語手話）など、言語の多様性が豊かにある
（Maher, 1997; Fujita-Round & Maher, 
2008）。 
これらの言語話者の背景となる文化を前

提に、2012-2014 年度まで「多文化共生を再
考する」を主題とし、科研基盤（c）研究を行
った。その結果、事例を通して「多文化」が
決して並例しているわけではなく、「共に」
同じ社会の中で生活を営むとしても、それぞ
れの属する「文化」や「言語」に対して社会
の価値が反映されるため、多言語を用いる個
人のアイデンティティの構築は一様ではな
いことが浮かび上がった。 
 
(2) 「共通語」としての日本語と「地域言語」
の、多様性の共存 
日本社会の言語の多様性の中でも移民言

語は東京や大阪などの都市に集中するのに
対して、後述するユネスコによる消滅の危機
に瀕している８つの言語は中央から離れて、
日本の国境近くの周縁に存在している。筆者
のこれまでの研究フィールドの新宿区のニ
ューカマーの言語も日本社会の多様性を織
りなす言語であれば、一方の沖縄県のさらに
離島の宮古島の消滅危機言語の宮古語もそ
うである。宮古語のような現在使われている
言語が 2050 年には消滅をするかもしれない
と言われているのだが、その時に日本社会で
使われる言語の多様性はいかなる言語なの
か。消滅危機言語を意識するということは同
時に日本社会の中の現用語の変容をも意識
することである。これには、当然のことなが
ら、日本社会内だけではなく、世界を取り巻
くグローバリゼーションの影響も関わって
くる。 
 1990 年代は、日本のグローバル化として、
日本国内に移動した日系人を中心とする移
民流入の現象に注目が集まったが、それとは
対照的に、国際社会では国際先住民年（1994
～2004 年）を契機として、広く先住民の持
つ文化の多様性が注目されていた。2003 年 3
月には、ユネスコの無形文化財局に新設され
た危機言語部門でのガイドライン作りが始
まり、世界の危機言語研究者達が作成した危
機言語の世界地図がインターネット上で公
開された。つまり、国際社会では、「消滅危
機言語」とみなすよりも、消滅危機言語を先

住民の危機的状況として結び付けて考えて
いる。日本では共通語としての日本語は確立
しているものの、地域言語あるいは少数言語
を先住民や歴史の文脈に即して、多数言語話
者の日本語話者側はどのような言語に対す
る意識をもっているのだろうか。 
 
(3)消滅危機言語の危機度 
 先にあげたインターネット上の、ユネスコ
の世界危機言語の地図には色別にそれぞれ
の危機度別に分けられている。日本国内にあ
ると記載された 8言語に関しての危機度は以
下のように記されている。 
 
【極めて深刻】 アイヌ語 
【重大な危機】 八重山語・与那国語 
【危険】    八丈語・奄美語・沖縄語・ 
      国頭語（くにがみご）・宮古語  
Source: Atlas of the World’s Languages in 
Danger:  http://www.unesco.org/culture/ 
languages-atlas/   
      
 これを受けて文部科学省の文化庁は北海
道大学、国立国語研究所、琉球大学に言語調
査を委託し、その調査結果の報告書や本が近
年公開されている（例えば、田窪, 2013）。フ
ィールド言語学者による、それぞれの消滅危
機言語の基礎調査が先行研究としてこの 10
年間ほどで充実してきている。 
 
(4) グローバリゼーションと消滅危機言語 
本研究では、日本国内のグローバリゼーシ

ョンの現象を追求する社会言語的なアプロ
ーチで、研究代表者の二カ所のフィールド、
１）日本国内で最も多言語話者の多いニュー
カマーの言語コミュニティが点在する新宿
区、また、２）消滅の危機に瀕している琉球
諸語の一つ、宮古島の多言語使用の調査を行
い、大都市と離島という正反対の条件下にあ
る 2つのコミュニティのマルティリンガリズ
ムを考察する。加えて、オールドカマーの言
語コミュニティの生野区と北海道のアイヌ
のコミュニティも加えることができれば、言
語の多様性のある程度の基盤ができるので
はないかと考えている。 
つまり、大都市の東京都の新宿区と大阪府

の生野区、消滅危機言語で中央から離れてい
る周縁地域の北海道のアイヌ語と琉球諸語
の宮古語、この 4 点から日本のマルティリン
ガリズムを紐解こうという計画である。社会
言語学からのコミュニティの言語使用の分
析を試み、言語学の知見と社会言語学を繋ぐ
試みでもある。「共通語」としての日本語と
「地域言語」の多様性の共存を通して、日本
のマルティリンガリズムを再考したい。 
 
２．研究の目的 
 
(1)マクロとミクロの交叉 
グローバリゼーションによる人・モノ・経



済の移動・変動は決して言語に無縁ではない。
言語は初めから確固としてヒトに生まれつ
いているのではなく、環境の中で身につける
プロセスがあるからである（藤田ラウンド, 
2013）。したがって、言語に対する社会評価、
また、親の意識や学校教育が重要であり、そ
のプロセスを現在、危機言語となっている宮
古語の、地域方言を事例として整理する中で、
「消滅危機言語」とグローバリゼーションの
関係も浮かび上がってこよう。さらにマクロ
の理論だけではなく、理論と同時にミクロレ
ベルで教育現場に還元することが本研究の
目指すところである。 
 
 (2) 日本語と消滅危機言語との相対化 
琉球語は琉球諸語とも言われ、琉球王国の

城があった首里を中心とした首里語を指し
て「琉球語」と代表させることもあるが決し
て一つの言語ではない（Shimoji, 2010）。琉
球諸語は言語によっては現用語として 60―
80 歳代を中心に未だに母語として使用され
ている。 
本研究では宮古島市内の人口千人程度の

一つの集落、久松地区をフィールドとし、学
校を拠点とした調査を行う。共通語としての
日本語が主流になっている学校現場でいか
に危機言語への意識を高められるか、日本語
が危機言語に果たした役割をも調査し、言語
の多様性が「消滅」しつつある過程に焦点を
当てる。 
宮古島市には、30 から 40 の地域方言があ

るといわれ、その中では、久松のことばは、
１）独自の音韻体系を持ち、2）久松ことば
でオリジナルの曲を歌う歌手を輩出するな
ど、伝統的な民謡や民話だけではない言語リ
ソースを持つ。そこでは、日本社会の中にあ
る宮古特有の独自性としての「言語」がかっ
こよく、おもしろいと思える日本語と相対化
が起きたときに思われるのではないか。 
 前科研の研究から継続して、宮古語という
固有の言語を背景に持つ人が、多言語アイデ
ンティティを肯定的に捉えることができる
ような社会、その構築を言語復興に重ねて探
りたい。 

 
(3)日本語と宮古語のバイリンガル 
 箕浦(2003)は、アメリカからの帰国児童の
研究で子どもの異文化体験に関わる要素と
して、現地に同化するプロセスと滞在年数と
を結びつけ、また、箕浦(2014)では子どもの
異文化体験の上では自尊感情を高める教育
を行うことが重要であると述べる。 
 久松で育つ子どもが久松のことばや歴史
を知らず、文化をイベント活動として理解す
るのではなく、「自」文化として、バイリン
ガルとして育つためには、何が必要か。日本
語と地域言語間の関わりと自尊感情につい
ても探求したい。 
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３．研究の方法 
 
(1)フィールドワークとアクション・リサーチ 
一言語の事例として消滅危機言語とされ

ている宮古語の現状を把握するためには、質
的研究を志し、宮古島でフィールドワーク調
査を行う。それと同時に、消滅危機言語に関
しては、その未来に関わる言語復興、すなわ
ち、language revitalization も関わるがゆえ
に、現状を把握するだけではなく、同時進行
で地元でのアクションが必要であると考え
たことから、一つの「言語」と一つのフィー
ルド、「集落」において、教育実践のアクシ
ョンを働きかけ、それが子どもたちにどのよ
うに働きかけるかということを定点観測と
してモニターすることにする。 
文化人類学的なエスノグラフィー研究（言

語の文脈理解のためのフィールドワーク調
査）と教育実践（言語教育の中での自律学習
や自尊感情を高めるための教育）、言語と教
育を横断するアクション・リサーチを想定し
ている。 

 
(2)研究者のポジショニング 



研究者の側も、また、学際的な研究方法と
概念を「実践（＝調査）」することを重視す
る。ただ単に、学校現場と集落のそれぞれの
関連性（地元のマクロ的文脈）と子どもたち
の育ち（地元の子ども期のミクロ的文脈）を
一方的に外から記述をするのではなく、参与
観察をしながら、自らの働きかけで消滅危機
言語の課題と今後の復興への伏線を探るこ
とも行う。 

 
(3)言語の力関係の構造 
一言語とはいえ、こうした小社会と消滅危

機言語の関係性を浮き彫りにすることは、こ
の小社会からみたグローバリゼーション、ま
たその逆のグローバリゼーションからみた
小社会の構造や要因が見える可能性がある。
事例を掘り下げることにより、言語の多様性
の中の少数言語と思われがちな「周縁」と「中
央」との力関係について、宮古島という日本
社会の中の一地域というだけではなく、他の
地域にも当てはまる構造があるのではない
かとも考えた。 
 
(4)本研究の３つのプロジェクト 
 本研究は、３つのプロジェクトからなり、
研究代表者がこの３つのプロジェクトの基
幹となり、それぞれを研究分担者と研究協力
者と協働しながら進めた。 
 
＜プロジェクト１：基礎調査＞ 
日本のマルティリンガリズムと言語の多

様性に関わる理論構築のため、それぞれ代表
の藤田ラウンドと研究分担者のマーハが文
献に当たり研究を進めた。 

 
＜プロジェクト２：アクション・リサーチ＞ 
学校現場で教育実践を行い、その教育実践

を受けた子どもたちの意識の変容を質問紙、
作文、インタビューで調査した。 
教育実践は、研究協力者として、善元幸夫

（当時琉球大学兼任講師,東京学芸大学兼任
講師）が国際理解教育の枠で宮古島市内の一
小学校と一中学校で特別授業を 3年間継続し
て行った。この授業のアドバイザーは研究協
力者の多田孝志（目白大学人間学部教授, 児
童教育学科長）が担った。調査は、代表の藤
田ラウンドが善元の授業がどのように子ど
もたちの浸透したのか、また宮古語への意識
について質問紙、作文、それからフォーカス
グループインタビューを行った。 
授業を実施するにあたり、研究協力者の近

藤崇士（宮古島市小学校教諭）と福原学（宮
古島市中学校教諭）、また、授業のゲストと
なったさどやませいこ（宮古島の民話採集、
民話集を多数出版）らの学校現場や島民の協
力関係があり、実現したものである。 

 
＜プロジェクト３：ドキュメンタリー記録＞ 
研究協力者の服部かつゆき（映像アーティ

スト）との協働により、宮古語話者の言語使

用、また宮古語の意識を尋ねるインタビュー
などを 2015 年から 2017 年の 2 年間に亘り
撮影した。（ドキュメンタリー映像「みゃー
くふつの未来：消え行く声、生まれる声」は
2018 年 3 月にほぼ完成している。） 
   
４．研究成果 
基 礎 調 査 の 論 文 と し て 、 英 文 の

Fujita-Round & Maher (2017)の共著論文、
Maher (2017)の単著、Maher(2016a, 2016b)
の論文、また、日本語では藤田ラウンド
（2016）がある。 
教育実践として、宮古島市の中学校、小学

校で国際理解教育の授業を行い、その子ども
たちの意識変容について、上述した藤田ラウ
ンド（2016)に記述した。 
教育素材として、1) 宮古島の民話を提供

す る ウ ェ ブ サ イ ト 「 宮 古 島伝 承 の 旅
（http://miyako.ryukyu)」と、2) ドキュメ
ンタリー映像「みゃーくふつの未来：消えゆ
く声、生まれる声（約 40 分）」を制作した。 
この映像に関しては、宮古島の教育現場への
還元、宮古語の未来の言語復興に役に立てる
という観点から、このような研究をドキュメ
ントする方法を試みたが、結果として、研究
代表者と映像アーティストと打ち合わせを
しながら、記録をしたものを、ドキュメンタ
リー映像として見せることができ、結果とし
て、調査と研究に協力をしていただいた集落
の方々に成果を目に見える形で還元するこ
とができた。 
一方で、フィールドワークとドキュメンタ

リー制作のために宮古島市内の2つの集落を
中心に信頼関係を重視し、調査を行ったため、
当初計画していた大阪やアイヌ語の地域に
は時間が足りなかった。今後の課題である。 
さらに、計画当初は、印刷された学校現場

で使用可能な副教材などを研究成果として
想定していたが、これに関しては研究協力者
の都合により、実現できなかった。その代わ
りに、別の研究協力者となってくれた、宮古
島在住のさどやませいことの協働から、当初
予定をしていなかった宮古島の民話が読め
る教育素材のためのウェブサイトを制作す
ることができた。 
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